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■高齢化とともに高まる訪問歯科診療の必要性

厚生労働省の報告によると、令和5年度末時点における要介護高齢者

数は初めて700万人を超え、75歳以上の高齢者では約3人に1人が

要介護状態にあるとされています1)。このような状況下において、訪問

歯科診療は一部の特別な診療形態ではなく、今後の歯科医療を支える

重要な柱の一つであるといえます。

■訪問歯科診療に対する不安と実際の診療環境

一方で、訪問歯科診療に対しては、外来診療とは異なる治療環境

や、要介護高齢者への対応に対する不安から、導入に踏み切れない

歯科医師も少なくないと考えられます。実際の訪問歯科診療では、

診療環境や使用できる機器が限られる中で、患者の全身状態や生活

環境に配慮した対応が求められます。

■要介護高齢者の治療で直面する課題

歯科治療は本来、術者と患者の協力によって成り立つものですが、

こうした診療環境の中では、要介護高齢者では口腔機能や嚥下機

能の低下により、開口を維持することや、注水下で口腔内に水を保持

することが困難な場合があります。さらに、運動機能や認知機能の

低下により、指示の理解や動作が円滑に進まず、結果として処置に

時間を要してしまう場面も少なくありません。そのため、開口器の使用

や注水量の調整、注水を必要としない器具や材料の選択など、患者の

状態に応じた配慮が不可欠です。

■訪問歯科診療で難しさを感じやすい「印象採得」

このような状況の中で、訪問歯科診療において代表的な課題の一つ

が印象採得です。印象採得では、患者の協力や開口保持といった要因

に加え、印象材の操作性や操作時間といった材料要因が治療の成否

に大きく関わります。義歯作製においては、解剖学的形態を正確に再現

するため、十分な粘度と操作時間を有する印象材が求められますが、

従来はその両立が難しい場面もありました。

また、従来の印象剤では口腔機能の低下、特に口腔内保持能力の低下

から、印象材が咽頭流入して誤嚥のリスクがある場合もありました。

■材料選択の工夫が診療を支える

こうした課題に対しては、材料選択を工夫することが有効な対応策

の一つと考えられます。アルフレックスデンチャーⅡは、標準混水比で

も初期から高い粘度を示し、操作時間に余裕を持って使用できる

印象材です。また、垂れ込みにくく咽頭部へ流れ込みにくい特性を

備えていることから、口腔機能や嚥下機能が低下した患者に対して

も、安全性に配慮した印象採得が可能です。訪問歯科診療においても、

材料選択を工夫することで、診療の選択肢を広げる一助となると考え

られます。
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